
 

 

令和６年度 事業報告 

 

            相談支援事業所わかすぎ  

1. 事業概要 

感染症対策を引き続き徹底し、在宅の障害者（児）とその家族の地域における生活を

支援し、障害者（児）の自立と社会参加の促進を図るため、障害者総合支援法等の福祉

サービスの提供に係る援助・調整を行うとともに、相談支援・情報提供を行った。 

 また、かねてより相談支援専門員の複数化が懸案であったが、基幹相談支援センター 

職員の兼務により体制の強化を図った。 

 

２. 職員組織等  

 (1) 職員構成                   令和７年 3月 31日現在 (名) 

管理者 相談支援専門員 事務員 計 

１ ２ １ ４ 

   ※管理者・事務員は、若杉作業所と兼務 相談支援専門員 1名は天白区障害者基幹

相談支援センターと兼務 

(2) 会議  

◎昭和区障害者自立支援連絡協議会 相談支援部会及び精神障害者支援部会  

     昭和区内の計画相談を行う事業所を対象に開催され、事業所間の連携や情報交換、

事例検討などを行った。（原則月１回開催）。 

◎その他  

     昭和区近郊在住の計画相談対象者も多く、他の相談支援事業所とのより密接な連携

確保のため、瑞穂区障害者自立支援連絡協議会の相談支援部会にも定期的に参加

した。 

 (3) 職員研修 

相談支援専門員としての職務遂行に必要な知識・技術を習得するために、福祉関

係団体等が主催する研修に積極的に参加した。 

(4) 事業所内の会議・研修 

    事業所内において虐待防止委員会、ハラスメント防止委員会及び虐待防止研修を

開催した。 

 

月 参加者 会議・研修名 主催 場所 

５ 相談支援専門員 
昭和・瑞穂区相談支

援部会 

昭和・瑞穂区基幹相談支

援センター 
区役所 

６ 相談支援専門員 相談部会 精神部会 同上 同上 

７ 相談支援専門員 
相談部会 

地域包括ケア研修 

同上 

名古屋市 

同上 

総合社福会館 

８ 相談支援専門員 相談部会 精神部会 
昭和・瑞穂区基幹相談支 

援センター 
区役所 

９ 相談支援専門員 相談部会 同上 同上 



 

 

 

 

３. 令和６年度実施状況 

(1) 基本相談支援 実施状況   

前年度と比較して、来所と訪問による相談が増加し相談件数も増加した。 

(2) 計画相談支援 実施状況  

 年 度 計 

延数 身体 知的 
精神 

難病 障害児 
 発達 

サービス等利用計画案作成 113 18 75 31 6 ０ 2 

サービス等利用計画作成 97 9 66 28 7 ０ 2 

継続サービス利用支援（モニタリング）実施 334 55 217 84 24 ０ 2 

前年度と比較して、モニタリング実施数が増加した。 

(3) 相談支援技術の向上の取り組み  

前年度よりも各種会議や研修への参加件数が増加した。 

月 参加者 会議・研修名 主催 場所 

10 相談支援専門員 相談部会 精神部会 同上 同上 

11 相談支援専門員 権利擁護研修 瑞穂区基幹支援センター 瑞穂区役所 

12 相談支援専門員 相談部会 
昭和・瑞穂区基幹相談支 

援センター 
区役所 

１ 相談支援専門員 相談部会 同上 区役所 

２ 相談支援専門員 相談部会 精神部会 同上 区役所 

３ 

委員３名 

委員３名 

委員３名 

ハラスメント防止委員会 

虐待防止委員会 

虐待防止研修 

事業所内会議 

事業所内会議 

事業所内研修 

相談室 

相談室 

相談室 

 年 度 計 

延数 身体 知的 
精神 

難病 障害児 
 発達 

手段 

電話 メール ファックス 704 47 469 188 37 ０ 24 

来所 119 4 82 33 0 ０ ０ 

訪問 592 75 345 173 45 ０ 7 

内容 
障害福祉サービスの利用について 814 93 534 180 40 ０ 7 

その他 601 25 362 214 180 ０ 0 

 年 度 計 

障害者基幹相談支援センターの会議 15 

障害者基幹相談支援センターの開催する研修 20 

事業所内の研修・会議 6 

その他の研修 6 


